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平成 2 2年 9月 22日
・

常用漢字表改定に伴う学校教育上の

i対応に関する専門家会議   御中.

全国連合小学校長会長  向 山

・常用漢字表改
1定
に伴う学校教育上の対応についての意見     :

貴専11家会議におきまして

'ま

、
'常
用漢宇表改定に伴う:学校教育上め対応に関して、現在、精ヵ

的に検討を進められているごとに対し、深く敬意を表します。

全国連合小学校長会
1と

しても、今回の常用漢字表改定11こ伴う対応にお
―
|ヽて、小学校教育におけ

る漢字表記やその指導等に混乱などを生じることなく円滑に実施されるよう、下記のように意見

を表:明いたちします。 ｀

|                               
コ
百巳

11小学校における改定常用漢字表における追カロ漢字等の取扱いについては、平成 24年度以降 i

としていただきたい。

小学稜においては、′来春の平成 23年度から新学習指導要領の完全実施が行われるところで

ある.また、
・
平成23年度から使用される教科書にもいてはすでに検定も終了し、この夏には

」全国各地区におiいて教科書採操作業も完了したところ1である。このよ̀う な状況からすれば、小

学校においては、改定常用漢字表における追加漢字等の取扱ぃについては、平成23年度から
の実施は極めて困難であることか:ら、ぜひ平成24年凍以降としていただきたい:    L

2 小学校における改定常用漢字表における追加漢学等の取扱いについては、計画的な対応をお

願いしたい。

小学校における学年別漢字配当表への新たな漢字の位置づけなど、改定常用漢字表における

追加漢字等の取扱いを平成24年度以降に実施した場合においても、その後の実施時期につい

て慎重に検討していただくとともに、その実施時期や見:通 しなどについて早期に公表していた

だきたい。また、小学校における漢字表記やその指導等に混乱などが生じることのないよう、、

計画的な見通しと準備、早期の情報提供等の適切な対応をしていただきたい。

念 小学校における改定常用漢字表における追加漢字等の取扱いに当たつては、学校や児章の実

態を十分に把握した上で、適切な対応をお願いしたい。

小学校における改定常用漢字表にお―ける追カロ漢字等の取扱いに当たつては、学校や児童にお

ける漢字に関する指導や学習の状況、児童の発達段階や学習負担等を十分に踏まえ、慎重かう

適切な対応や配慮をお願いしたい。なお、その実態把握等を行う場合には、学校において事務

負担増とならないよう、効率的かつ適切な対応を図|られるようお願いいたしたい。

雄
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常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議

主 査  吉 田 裕 久 様

平成 22年 9月 17日

全日本中学校長会 |

会長  新藤 1久典

常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する全日中の意見

標記のことに関してく、精力的に検討いただいておりますことに、感謝申し上げますとともに、敬意

を表します,検討に際しまして、全甲本申学校長合は、以下の点をご配慮いただきますようお願い申

し上1ずます。                   11  1 r          ・    |

増えた常用漢字191字の学年配当の在 り方について

【.意見】何らかのi目安を示すとしても、国語科教科書会社の判断に委ねること

ただし、新たに加わった漢字を含めて第 1学年の教科書から常用漢字の全体を示す一覧表

等を掲載し、いつでも全体像を把握できるように配慮すること

【理由】  1   ・。                 、′        |

①現行の常用漢字表におけ:る 1945字のうちイヽ学校学年配当漢字を除く939字の扱いについて
´
も、教科書会社によつて学年配当が異なっていること (全社とも概ね均等に各学年|こ配当は

している)                          
′

②教科書を見ると、約三分のすに当たる 300字以上は、漢字だけを取り立てて学習するページ

に示されており、しかも例文すら伴わない熟語としてのみ示されている漢字もあるという実

態から、学年配当を示しても、現状のような新出漢字の扱いでは、かえつて生徒の学習負担

を増やし′、漢字学習への意欲を草Jぐことが危惧されること

③「だだし書き」については、改定常用漢字が告示されれば、直ちに新聞や書籍等の中学生も

日に触れるメデ才アに改定常用漢字が使用されるようになることから配慮が必要であること

2 増えた常用漢字191字の実際の指導への反映の時期について

【意見】改定常用漢字の告示に呼応して速やかに指導を開始することが望ましいことから、新学習

指導要領が全面実施どなる平成 24年度からとすること     ,
ただし、学習の基本となる教科書については、平成 24年度使用教科書の編集がほぼ完了

: 
していると思われるが、各学校における指導が円

‐
滑に実施できるよう教科書に適切な教材・

資料等が含まれる
「よう要望するとともに、国としても指導内容・指導方法等に関する指導資

料の提供に努めるなどのきめ細かな対応が求められること

【理由】

①改定常用漢字告示と同時に|、 中学生が、日頃、日にする新間や書籍等に改定常用漢字が使用

されるようになることから、その時期と指導開始時期が上致するこ:と が望ましいこと

'3    ~              二 ,

記



②「ただし書き」については、実際に指導に当たる教員にとつて適切な教材が不可欠でありt

指導内容・指導方法等に関する研究も必要であることから、主たる教材となる教科書に適切
=

な教材・資料等が掲載されている必要がある。.i          、
③新学目指導要領べの移行に際し、教科書には含まれない新たな指導内容を含む教科について、

国が教材の提供と指導方法に関する資料を全学校に提供したが、改定常用漢字の指導に当た

らても、国のこうしたきめ細かな対応により、指導者だけでなく、生徒・保護者の不安、を払
―

拭し、導入が円滑に行われることが期待できること    ,

3 常用漢字表改定に伴う学校教育での筆写 (手書き字形)の取扱い  _｀          :

【意見】教科書の本文に使用する漢字は印刷標準字形とし、筆写 (手書き字形)も′同じ字形を教え

る:こ と

ただし、:点画を省略した字形も正iしい字形であることも教えること  :

【理由】 |
: ①指導に当たる教員及びその指導を受ける1生徒の混乱を回避するためにも、国としての明確な
i基
準を示し、教科書もそれに準拠して編集される必要があること6その際、

｀
できる限り漢字

の成り立し等を踏まえた正しい字形を基本とすること

②字形の指導は主に書写の指導において行うこととなるがく教科書に示された字形 (印刷標準

字形)と 手書き字形が異なることは、生徒の混乱を招くだけで、教育的効果を減退させるこ

とが危惧されること。また、字形はその漢字の成り立
|ち

と深く関わつており、表意文字であ

る漢字の特質を考えれば、新しい学習指導要領において、漢字の指導を含めた「言語事項」

が新しく「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
:事
項Jに改められたことから、漢字の特

質に即して指導することが望ましい|こ と           〕

③「ただし書き」′については、現行の漢字の指導においても、指導は正しい字形で行つている

が、高等学校の入学者選抜試験や普段の漢字書き取リテスト等では、点画のハネやィヽライ等

|｀
 ―で許容範囲を認めているという実態があることから、点画を省略した字形も正しい宇形であ

ることを指導する必要はあること

4 常用漢字表改定に伴う高等学校の入・学者選抜のi対応の在り方について
′    i

【意見】上記f2の考えを踏まえてt平成 27年度入試から出題範囲に含めることが妥当であること

【理由】

①改定常用漢字が指導開始される平成 24年度に入学した第 1‐学年の生徒が第 3学年に進級し

た後の入学者選抜から実施することが、生徒に過重な学習負担を強いることなく、公平な実

施となること  、

※その際、中学生が日常生活においてほとんど触れることのない漢字については、中学校にお

ける漢字指導の意義を尊重する上からも、′避けることが望ましいと考える。したがつて、国

として、入学者選抜を実施する都道府県教育委員会、国立私立高等学校等に対して何らかの

指導・助言を行う必要があると考える。

以上
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論点 2

2 常用漢字表改定に伴う「書きの指導」の見直しについて   :   :

(1)高等学校における「書きの指導」について            i
l  
現行どぉ

.り

「主な常用漢字が書けるようになること」でよい。         `_ 一

ただし、「市み」:9所で摯Ⅲたょうに、漢字は「読み」「書き」だけではない。表意文字である
以キは
「分かる」「響解する」が含まれる。「7■プロ時代だからすべて書ける必要はない」とい

う短絡な意見には素直に賛成できないも「読める」
´
「書ける」という知識だけを求めた結果が、

｀
規

範言識lゃ道徳心め希薄な国民を生み出したという社会の失策に目を向けるべきでぁるご意味を込

めて手書きする作業が生徒の時期に必要なのではないだろうから「主な」常用漢字でょいが、意
味́を響解して適切に書ける指導をするという含意の表現を工夫して頂きたい。      ・.

その対応として、            =
(ア )「主な常用漢字」の範囲や字種を具体的に示す」は望ましいが、全国のすべての高等学校
に当てはまる範囲や宇種など誰にも示すことは出来ない。高校生の約半数にとって大きな負担と
なるだけで、現実的には無意味な試みになる恐れがあるこ

(イ )「主な常用漢宇」の範囲や字種を―律に示すこ:と は難しぃので、「改定常用漢字表の性格を
しっかり周知することにより、各学校の生徒の実態等に応じて指導する」の方が現実的な対処法
であると思われる。ただし、現場に任せる以上は常用漢字表の性格を周知するだけでなく、'各学

構で靖導計画を立てヽ 効果測定などを行うことは当然であiる。

‐
論点 3

3 常用漢宇表改定に伴う[学校教育であ筆写 (手書き字形)の取扱いについて          1

(イ )筆
`写
の指導における字形の基準のようなものな具体的に示すことは難しいので、各学校 (高

等学校)が生徒の実態に応じて指導する」ことが現実的だと考える。
印刷文字はデザインの問題で、必ずし

´
も常用漂字表と同じではない。生徒のみならず社会人でも

各自の好みでいろいろなバリエーションがある。印昴J活字でも「寺」は上の上の下の横棒よりも「寸」
の横棒の方が長ぃものが多いが、「等」では「土」、より「寸」が短いものが多い。この程度の違い

は許容範囲とすることが出来る。各教科の授業での板書でも教員め癖が出る。余りこだわらない方
がよレの`ではないか。生徒から疑間が出されたら正しい基準を説明できぅことが必要であろう。|そ
の意味では、参考としての字形の基準を示すことも必要かも知れないが、細lかく指摘しすぎて、漢
字嫌いをi生み出すような指導は避けるべきであるё

高校生こもなれば、「現代文」では常用漢字に気を配れでも、「古文」「漢文」では常用漢宇など
はほとんど意味をなさない。振り仮名な:どを振ってもほとんど意識し:ない。ましてや、「日本史」`

や「世界史」゙の中国史などでは、常用漢字を大きく準脱した漢字が数多く出てくる。むしろ、そん
な学習環境の中で、生徒が漢字に興味を持うこともある。学校によっては、生徒の手書きの作文な
どでも、常用漢字をぃみ出した難しぃ漢字が多く使われている。、
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:   平成2笏印月27日

「常用漢学改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議」      
メ

主 査 殿           ●            だ

社団法人
｀
教科書協会 ,

| ‐ 「常用漢学表改定に伴う教科書上の記載の在ウ方についてJ要望書
:     |

標題の件につきまして、下記①γ③の検討事項ω をもとに検討いたしました。改定常用漢

字表に基づく漢字指導ヽの移行が円滑に行われるよう、実施可能と考える時期および理由を

教科書協会■してとり1ま とめましたので、以下に記します。

「
「検討事項 整理メモ(嘉DJ中の「0」 の項目
l① 教走常用漢字表を中学校及び高等学校の国語教科書の巻末に掲載すること。‐: :②
 本文中の表記を改定常用漢字表に基づく新しい表記に直すこと。
③ 改定された常用漢字の指導を適切に行うための教材に差Lr~替えること。

【新課程用 中学校教科書】

・今回の改定で大幅に追加された字種をtすでに編集作業を終えた教科書に:反味させるのは i

大変な丼力と時間を要します。また、
'改
定常用漢字表を見越した教材作成をしていなぃた    「

め、追加漢字を教材中に反映させるのはどうしても無理が生じます6      :
・ただ、改定常用漢字表に基|づく漢宇指導ヽ の移行が円滑に行われるよう、以下の対応をさ    i
せていただきます

`                             :
・平成24年度以降に使用される国語教科書につきましては、①の改定常用漢字表を教科書中

に掲載する処置を取らせていただきたいと考えます。      l    l
②につきましては、24年度版教科書から、各社において適宜対応という措置を撃らせて

い  1・

、ただきたいと考えます。

0につきましては、編集作業に一定の期間を要するため、
・平成28年度以降に使用される改

訂版の教科書から対応させていただきたいと考えます。ヽ               :

【新課程用高等学校教科書】                     t
● 0改定常用漢字表が予定どおり、年内のH月

｀
(二 12月 )に告示されるな

｀
らば、現在編集中の

新課程用高等学校教科書には、宗全対応させることが可能ですぎ

,現行課程用高等学校教科書での対応につきましては、上記「新課程用 中学校教科書」
1と

「
  同様、

イ    |

①にうきましてはt改定常用漢字表を教科書中に掲載する。

②にうきましては、
｀
各社におし

'｀

て適
=対
応する。

という対応を取らせていただきたいと考えます。

7   
｀



【新課程用 小学校教科書】
l             

「  :          l
l・ 学年月り漢字配当表の見直しは長期的課題とされておりますので1‐当面の対応は不要と考え

ます。しかしながら、専門家会議においてこれまで、追加字種についてのみ言及され、追

加`音訂1にういては言及されておりません。新たに追加された読みの指導がすべて中学校段

階に回るなら問題おりませんが、新たな音訓が小学校段階で追カロされた場合t巻末の学習

漢字表を修正するだけでは指導に混乱をきたIしますのFt小学校の場合は、ゎわ言て本文
表記も修正する必要が生じます。その場合は、上記「新課程用中学校教科書」と向様の対
応を取らせていただきたいと考えます。

【要望事項】

以上の回答と併せまして、教科書での対応を行うにあたってご検討をお願いしたい要望事

項を以下に記します。 :
・教科書への記載に関して.どのような結論になつた場合も、実施時期と方法について、各教

育委員会への周知徹底をお願いいたします。また、文部科学省ホ■ムページ等を使うての、

国民への周知徹底も併せてお願いいたします。
・いずれの対応を取る場合も、字体がきちんと定まっていることが前提となります。字体の

選択が各社判断に任されることのないよう、国としての明確な基準を示してくださること

を強く要望いたします。


